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1 Nで自然数全体のなす集合 (0も元とする)を表し, 通常の加法, 乗法が入っていると

する. このNから整数全体の集合 Zを Z = (N × N)/∼により構成する. ただし, 同

値関係は (a, b) ∼ (a′, b′) ⇐⇒ a + b′ = a′ + bで与えられるものとする. いま, Zの

元 (a, b), (a′, b′)について, その積を以下で定義する.

(a, b) · (a′, b′) = (aa′ + bb′, ab′ + a′b).

(1) 上の積が代表元のとり方に依らずに定められることを (減法を用いずに)示せ.

(2) Nの元 a, bについて, c ∈ N−{0}が存在して a = b+ cとなるとき, a > b,あるい

は b < aと表す (特に, c ∈ N−{0}のとき c > 0). そして, (a, b) ∈ Zについて, a > b,

a = b, a < bであるとき, それぞれ正, 零, 負であるという. この定義に基づいて,

(a, b), (a′, b′) ∈ Zがともに負であるならば,その積 (a, b)·(a′, b′) ∈ Zは正であることを

(減法を用いずに)示せ. ここで, Nの性質「a+c = b+c =⇒ a = b」(このことより, Z

の元の符号は代表元のとり方に依らずに定められる), および「a, b > 0 =⇒ ab > 0」

を証明なしで用いてよい.　

2 a, b, cを複素数とし, A =

⎛
⎜⎜⎝

2 0 0 a
0 2 b 0
0 0 2 0
0 c 0 2

⎞
⎟⎟⎠とする. このとき, a, b, cの値に注意して, A

に相似な Jordan標準形,即ち, 4次複素正則行列P によりP−1AP と表される Jordan

標準形の具体的な形を求めよ (P は求めなくてよい). ただし, Jordan細胞を並び替

えて一致する Jordan標準形は同じものとみなす.

3 nを n ≥ 2なる整数, D = {(x, y) ∈ R
2 ; x < y} ⊂ R

2 とし, D 上の次の函数

f : D −→ Rを考える.

f(x, y) =
1

(1 + 5x2 + 8xy + 5y2)n
.

(1) x =
r

3
(cos θ − 3 sin θ), y =

r

3
(cos θ + 3 sin θ)なる変数変換について, Jacobian
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)
を求めよ.

(2) 重積分
∫∫

D

f(x, y)dxdyの値を nを用いて表せ.


